
れ
は
オ
ッ
ペ
検
査
で
「
オ
カ
」
に
な
り
入
院
で
き
た
こ
と
で
、

毎
日
ベ
ッ
ド
の
上
で
寝
た
り
食
事
が
で
き
て
、
ま
る
で
地
獄
か

ら
天
国
へ
来
た
心
地
が
す
る
ほ
ど
気
楽
な
身
分
に
な
れ
た
か
ら

だ
。
ま
た
帰
国
一
、
二
年
前
に
は
抑
留
軍
人
に
よ
る
楽
団
演
奏

会
な
ど
の
慰
問
も
受
け
た
り
、
ま
た
帰
国
前
の
ナ
ホ
ト
カ
で
野

球
試
合
を
や
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
こ
で
巨
人
軍
の
水
原
選
手

が
投
手
と
し
て
登
板
相
手
チ
ー
ム
は
だ
れ
も
打
て
な
か
っ
た
こ

と
を
聞
か
さ
れ
た
。

私
達
は
思
い
出
と
深
い
絆
を
後
に
昭
和
二
十
四
年
八
月
、
無

事
ナ
ホ
ト
カ
よ
り
舞
鶴
港
へ
上
陸
、
帰
国
い
た
し
ま
し
た
。

ソ
連
軍
侵
攻
そ
し
て
抑
留
　 

京
都
府
　
小
西
源
吉
　 

出
生
か
ら
入
隊

京
都
府
竹
野
郡
丹
後
町
上
野
（
旧
竹
野
郡
下
宇
川
村
上
野
）

に
て
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
二
月
四
日
生
ま
れ
る
。
下

宇
川
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
。
卒
業
後
は
間
人
バ
ス
会
社
に

入
社
。

父
、
母
は
弟
出
産
後
死
亡
、
兄
夫
婦
と
自
分
の
四
人
。

ソ
連
軍
侵
攻
前

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
三
月
十
日
、
満
州
国
新
京
（
長

春
）
南
嶺
、
関
東
軍
自
動
車
第
一
連
隊
第
四
中
隊
に
現
役
兵
と

し
て
入
隊
。

在
隊
中
の
主
な
行
動
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
、
支
那
浙
■
作
戦
、
熱

河
討
伐
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
部
隊
よ
り
陸
燃
四
平
本
部
に
転
属
し
、

勤
務
は
関
東
軍
司
令
部
に
い
た
（
第
四
課
）

。
そ
の
後
出
張
所

が
設
け
ら
れ
た
。
人
員
八
人
。

ソ
連
軍
侵
攻

ソ
連
軍
は
八
月
九
日
、
満
州
に
侵
入
し
た
の
で
、
新
京
出
張

所
を
閉
ざ
し
て
四
平
本
部
に
引
き
揚
げ
る
。
関
東
軍
司
令
部
で

は
書
類
を
燃
や
す
煙
が
各
所
に
上
っ
て
い
た
。
ト
ラ
ッ
ク
に
人

員
と
荷
物
を
積
ん
で
南
下
し
た
。
道
中
、
野
戦
貨
物
廠
の
前
の

通
り
は
満
人
が
食
糧
の
奪
い
合
い
で
、
走
る
の
に
苦
労
し
た
。

四
平
本
部
は
作
業
中
止
。
部
隊
長
、
少
将
小
川
団
吉
閣
下
は

会
議
に
出
席
で
不
在
。
各
部
の
将
校
の
指
揮
に
従
っ
て
行
動
し



た
。

終
戦

終
戦
詔
勅
後
は
八
月
二
十
三
日
、
四
平
で
武
装
解
除
さ
れ

た
。
兵
器
が
山
積
み
に
さ
れ
、
満
人
が
盗
み
、
暴
動
を
起
こ

し
て
い
た
。

私
は
、
軍
属
、
動
員
学
徒
、
開
拓
少
年
義
勇
軍
の
少
年
と
共

に
、
ロ
シ
ア
兵
が
物
資
を
持
ち
帰
る
貨
物
に
積
み
込
む
使
役
を

さ
せ
ら
れ
た
。

抑
留
地
の
生
活

日
本
軍
は
大
勢
シ
ベ
リ
ア
に
連
れ
去
ら
れ
た
後
、
我
々
も
ま

た
日
本
に
ウ
ラ
ジ
オ
経
由
で
送
還
す
る
と
だ
ま
さ
れ
、
貨
物
に

乗
せ
ら
れ
て
北
上
し
、
二
十
年
十
二
月
四
日
、
黒
河
駅
に
着
い

た
。
黒
龍
江
の
氷
上
を
橇
で
荷
物
を
運
搬
、
労
役
に
従
事
し

た
。
酷
寒
零
下
四
〇
度
の
中
で
の
重
労
働
。
極
度
に
身
体
が

参
っ
た
。
そ
う
し
て
二
十
一
年
一
月
、
シ
ベ
リ
ア
領
の
ブ
ラ
ゴ

エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
着
い
た
。

最
初
の
捕
虜
収
容
所
は
山
の
中
で
、
馬
か
牛
小
屋
を
改
造
し

た
建
物
だ
っ
た
。
シ
ラ
ミ
、
ノ
ミ
が
発
生
し
て
夜
も
眠
れ
な

い
。
衣
服
の
洗
濯
、
消
毒
な
ど
で
き
な
い
。
入
浴
が
で
き
る
設

備
が
し
て
な
い
の
で
、
大
勢
入
浴
で
き
な
い
。
何
ヵ
月
も
入
れ

な
い
。

身
体
検
査
は
、
女
医
さ
ん
が
聴
診
器
な
し
で
腹
の
皮
を
引
っ

張
っ
て
等
級
を
決
め
る
。
外
傷
患
者
は
作
業
を
休
ま
せ
る
が
内

部
の
病
気
は
特
別
熱
が
な
い
と
休
ま
せ
な
い
。
医
学
は
進
歩
し

て
い
な
い
の
に
は
驚
い
た
。

作
業
は
森
林
伐
採
で
、
雪
の
積
も
っ
て
い
る
山
中
で
、
大
き

な
鋸
を
持
っ
て
二
人
一
組
で
大
き
な
原
木
を
切
り
倒
す
。
次
に

運
搬
集
積
し
て
検
査
を
受
け
ノ
ル
マ
の
％
が
決
ま
る
。
大
変
な

重
労
働
で
、
身
体
の
衰
弱
が
目
に
見
え
る
。

労
役

原
木
を
切
り
倒
す
際
に
、
思
わ
ぬ
方
向
に
倒
れ
る
と
き
が
あ

り
、
大
声
で
呼
ん
で
も
、
近
く
の
人
が
身
体
の
栄
養
失
調
か
ら

耳
が
聞
こ
え
な
い
し
、
動
作
も
雪
と
と
も
に
遅
い
の
で
、
倒
れ

る
木
の
枝
で
は
ね
飛
ば
さ
れ
た
り
木
の
下
敷
き
に
な
り
、
負
傷

者
や
死
亡
者
が
あ
っ
た
。
毎
日
悲
し
い
出
来
事
ば
か
り
。
夜
は

南
京
虫
、
シ
ラ
ミ
、
ノ
ミ
で
眠
れ
ず
、
地
獄
の
生
活
だ
。

山
の
雪
も
消
え
て
六
月
ご
ろ
、
森
林
伐
採
も
終
わ
り
、
部
隊

は
バ
イ
カ
ル
湖
の
近
く
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
収
容
所
に
移
動
し



た
。
今
日
ま
で
と
違
い
大
き
な
ラ
ー
ゲ
ル
だ
っ
た
。
し
か
し
、

寝
る
床
の
分
は
狭
く
窮
屈
。
南
京
虫
と
シ
ラ
ミ
は
多
く
い
た
。

作
業
は
石
山
（
砕
石
場
）
で
、
岩
石
を
割
っ
て
、
一
輪
車

（
ネ
コ
車
）
で
貨
車
の
線
路
の
近
く
の
集
積
場
に
運
ぶ
。
作
業

が
終
わ
る
と
、
ノ
ル
マ
の
検
査
に
マ
ッ
セ
ル
が
来
て
調
べ
る
。

仕
事
に
慣
れ
て
く
る
と
要
領
よ
く
立
米
も
ご
ま
か
し
て
ノ
ル
マ

を
上
げ
た
。
積
み
石
の
中
に
空
洞
を
作
り
、
穴
の
上
に
大
き
な

石
を
乗
せ
て
周
囲
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
立
米
を
増
し
た

り
、
昨
日
の
砕
石
に
つ
け
て
ご
ま
か
し
た
。

抑
留
者
の
統
制
管
理

作
業
場
や
そ
の
往
復
の
監
視
は
、
自
動
小
銃
を
持
っ
た
監
視

兵
が
つ
い
て
い
た
。
特
に
悪
い
兵
は
、
抑
留
者
の
持
ち
物
で
、

身
に
付
け
て
い
る
時
計
、
バ
ン
ド
、
珍
し
い
物
を
取
っ
た
。
ま

た
、
作
業
に
出
た
留
守
に
、
ラ
ー
ゲ
ル
内
で
リ
ュ
ッ
ク
の
中
の

品
物
を
盗
む
被
害
に
遭
っ
た
。

捕
虜
生
活
も
二
年
を
過
ぎ
た
頃
よ
り
部
隊
と
離
れ
、
少
数
で

自
動
車
工
場
、
パ
ン
工
場
、
肉
工
場
に
指
名
さ
れ
て
作
業
に
出

た
。
あ
る
肉
工
場
で
は
、
外
套
の
襟
を
ふ
く
ろ
ば
し
て
肉
を
詰

め
て
営
門
の
身
体
検
査
を
無
事
通
過
。
ラ
ー
ゲ
ル
に
帰
っ
て
戦

友
達
と
食
べ
た
り
、
パ
ン
工
場
で
不
良
品
を
頂
い
て
帰
り
、
戦

友
達
と
食
べ
た
と
き
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と
は
、
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
ふ
だ
ん
は
肉
や
パ
ン
な
ど
食
べ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。

帰
還

昭
和
二
十
三
年
三
月
ご
ろ
、
建
築
現
場
の
使
役
に
行
き
、
ロ

シ
ア
の
職
人
と
れ
ん
が
積
み
を
し
て
い
て
足
場
板
を
踏
み
外

し
、
私
が
土
間
に
落
ち
て
足
を
負
傷
し
た
が
、
骨
折
せ
ず
幸
い

だ
っ
た
。
お
か
げ
で
作
業
免
除
に
な
っ
た
。

ラ
ー
ゲ
ル
で
は
毎
日
、
共
産
主
義
教
育
が
続
い
た
。
そ
う
す

る
う
ち
に
帰
国
者
の
名
前
が
呼
び
出
さ
れ
た
。
こ
れ
で
死
ぬ
思

い
の
し
た
重
労
働
と
恐
ろ
し
い
冬
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
と
ホ
ッ
と

し
た
。
や
が
て
ラ
ー
ゲ
ル
を
出
発
。
貨
車
に
乗
り
ナ
ホ
ト
カ
港

内
の
収
容
所
に
着
く
と
、
船
体
に
日
本
赤
十
字
の
マ
ー
ク
に

「
高
砂
丸
」
の
記
名
が
し
て
あ
っ
た
。
病
院
船
が
停
泊
し
て
い

た
。
夢
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

五
月
二
日
、
乗
船
が
始
ま
る
。
タ
ラ
ッ
プ
で
船
員
に
引
き
揚

げ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
で
帰
国
で
き
る
と
い
う
実
感
が
わ
い

た
。
五
月
五
日
、
舞
鶴
港
に
上
陸
し
た
。
米
軍
の
取
調
べ
そ
の



他
が
終
わ
り
、
五
月
八
日
、
無
事
復
員
し
た
。

悲
惨
な
生
活
環
境
の
下
で
よ
く
ぞ
生
き
て
帰
っ
た
と
喜
ぶ
と

同
時
に
、
死
去
し
た
戦
友
を
思
い
出
し
て
御
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。シ

ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

京
都
府
　
畑
本
勝
　 

私
は
、
和
歌
山
県
粉
河
町
で
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十

二
月
二
十
四
日
に
生
ま
れ
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
十

月
、
満
州
開
拓
義
勇
隊
に
入
隊
。
三
ヵ
年
の
訓
練
を
終
え
昭
和

十
七
年
に
開
拓
団
に
移
行
。
昭
和
十
八
年
に
現
地
徴
集
。
昭
和

十
九
年
一
月
、
東
安
省
密
山
の
奥
の
第
十
二
国
境
守
備
隊
に
入

隊
。
ソ
満
国
境
警
備
に
当
た
る
。

昭
和
二
十
年
、
一
二
六
師
団
司
令
部
勤
務
（
師
団
長
当
番
）

。

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
牡
丹
江
掖
河
に
て
ソ
連
軍
が
侵
攻
。

そ
れ
か
ら
の
一
週
間
大
変
な
戦
闘
が
続
き
、
そ
の
間
多
く
の
戦

友
が
次
々
と
戦
死
さ
れ
た
。

終
戦
の
詔
勅
は
横
道
河
子
で
八
月
十
六
日
、
聞
く
。

八
月
十
八
日
、
横
道
河
子
で
武
装
解
除
さ
れ
、
五
、
六
日
し

て
か
ら
牡
丹
江
の
飛
行
場
よ
り
師
団
長
等
と
二
十
六
人
ぐ
ら
い

で
飛
行
機
で
シ
ベ
リ
ア
、
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
に
連
行
さ
れ
る
。
約

四
ヵ
月
間
将
官
収
容
所
に
お
り
、
そ
の
後
労
働
大
隊
に
編
入
さ

れ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
第
二
収
容
所
に
て
、
造
船
所
、
コ
ル
ホ
ー

ズ
、
ソ
ホ
ー
ズ
、
糧
秣
倉
庫
、
貨
物
の
石
炭
降
ろ
し
等
色
々
な

作
業
を
さ
せ
ら
れ
た
。
仕
事
が
終
わ
り
帰
り
に
少
し
の
坂
道
で

も
ふ
ら
ふ
ら
で
、
一
気
に
登
れ
な
い
と
き
も
あ
っ
た
。
あ
の
と

き
の
こ
と
を
思
え
ば
、
よ
く
帰
っ
て
こ
れ
た
も
の
だ
と
思
う
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
約
二
年
、
そ
の
後
「
ダ
モ
イ
」
の
声
で
、

さ
あ
こ
れ
で
帰
れ
る
な
と
意
気
込
ん
で
ナ
ホ
ト
カ
に
向
か
い
港

に
着
い
た
が
、
何
の
都
合
か
、
港
よ
り
少
し
離
れ
た
収
容
所
に

入
れ
ら
れ
、
主
に
港
湾
工
事
。
私
は
炊
事
勤
務
。
収
容
所
の
住

居
は
板
囲
い
の
上
下
二
段
に
な
っ
た
宿
舎
で
、
特
に
南
京
虫
が

多
く
、
夜
も
十
分
眠
れ
な
い
と
き
も
多
か
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
一
日
、
明
優
丸
に
乗
船
、
待
ち
に
待
っ

た
引
き
揚
げ
の
途
に
つ
く
。

私
は
和
歌
山
県
出
身
で
す
の
で
昭
和
二
十
四
年
九
月
に
郷
里




